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Assessment of potential clinical cascade between oral hypofunction and physical frailty: 
Covariance structure analysis in a cross-sectional study 
   （口腔機能低下と身体的フレイルの臨床的関連：共分散構造分析を用いた横断研究） 
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での最大咬合力(Maximum occlusal force、以下MOF)および口腔湿潤度(Oral dryness、以下OD)
を、身体的フレイルの項目として握力(Grip strength、以下GS)および歩行速度(Walking speed、
以下WS)を測定した。4つの測定項目の相互関係について共分散構造分析（SPSS AMOS 17.0,、
SPSS Inc.、Chicago、IL、USA）を用いて解析した。 
【結果】男性では、MOFからWSおよびGSへ、WSからGSへの3つの有意なパス係数が確認
され、p<0.01を示したのはMOFからWSおよびWSからGSへのパス係数であった。女性では、
男性のモデルと同様に、MOFからWSおよびGSへ、WSからGSへの3つの有意なパス係数が
確認され、p<0.01を示したのはMOFからWSおよびMOFからGSへのパス係数であった。男性、
女性ともにモデルの適合度は良好な値を示した。 
【結論】設定した仮説が立証され、特に女性において、口腔機能低下、とくにMOFが身体的
フレイルを評価するために重要であることが示唆された。 
